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本稿は、インターネットのウェブサイトの
Rhuthmos1）データベースに掲載されていたフラ
ンス語で発表された論文である。
‘Rhuthmos’ とは、古くは古代ギリシャの賢

人たち哲学者たちが音楽とも結びつけて考えた
ギリシャ語の「反復する運動」が、本来の意味
であるとされている。又ラテン語2）に由来して
いるとも言われているが、少なくとも現在の
「リズム」の語源となったのは確かである。
このウェブサイト Rhuthmos には、広義の意

味での「リズム」をテーマとして、関連する発
表文献や芸術作品等が、フランス人の哲学者や
哲学研究所の監修の下に、集められている。
本稿は、フランス語圏のカナダ人研究者ルイ
ーズ・マティユ氏が、ジャック＝ダルクローズ
の提唱した音楽教育原理に関して、特に過去
30～40年間の最近の現状、経緯と動向を辿っ

た論文である。
今から遡ること 100年ほど前に、ジャック＝
ダルクローズが、音楽から生み出した一つの音
楽教育の原理が、今日なお、如何に多くの影響
を与え続けているのか、そしてそれは今や音楽
の分野に留まらず、如何に多方面に亘って発展
してきているのか、そして又、スイス、フラン
スのみならず、ひいては北米のみならず、今
や、例えば台湾、韓国と言ったアジアの国々と
アフリカの国々にまで、如何に幅広く全世界的
にリトミックが応用されてきているのか、厖大
な文献を検証した上で、それらをまとめたもの
である。
今後の更なるリトミック研究に、多いに参考
になる論文と思われるので、日本語に翻訳をす
ることを試みる。
尚、翻訳権に関しては、Rhuthmos の製作者

である Pascal Michon 氏の協力を得て、著者ル
イーズ・マティユ氏本人の承諾を得ているi。
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要約：20世紀初頭、エミール＝ジャック・ダルクローズは、音楽を感知し生み出すメ
ソードとして、身体と体の動きの基本的役割を認知する「リトミック」を創り出し
た。今日、この概念はどのように進展したのか。現在、音楽を学ぶ上で、どの角度か
ら、身体の動きが貢献することは扱われているのか。本稿は、このテーマに関する最
近の過去数十年間にわたり発表された主な研究論文の総括を紹介している。
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又、ジャック＝ダルクローズ特有の表現や北
米の音楽教育に関する用語等は、日本における
ジャック＝ダルクローズのリトミック継承者の
方々の訳書等を参考にさせて頂いて、なるべく
同じ日本語表記をするように心がけた。
訳者 髙塚桂子
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本稿は、既に、ケベック市ラヴァル大学の音楽教
育研究第 28号に発表されている。
著書公開を好意的に許可して頂いたルイーズ・マテ
ィユ氏と音楽教育研究誌にお礼を申し上げる。しか
しながら、全ての版権は両者に帰属している。

－Rhuthmos より

序 文

1865年生まれで 1950年に没するエミール＝
ジャック・ダルクローズは、多彩な才能の持ち
主だった。ピアニストで、作曲家で、演出家で
もあった彼は、又 20世紀における偉大な教育
者の一人でもあった。彼の唱えた理念は、何人
もの芸術上の信奉者に強烈な影響を与えた。モ
ダンダンスの先駆者としても、舞台上の演技と
近代の舞台演出においても、彼の与えた影響は
計り知れない。
1892年に、ジャック＝ダルクローズは、スイ

スのジュネーヴ音楽院教授に任命された。丁度

この時期に、彼は、それまでの音楽学習と教育
法のプログラムを、余りにも断片的であまりに
も頭脳的であり、学生の感覚、感情とかけ離れ
ているとして、改善する必要性を感じていた。
それゆえ、彼は、人間の全てを基盤として、調
和のとれた人間の能力全ての発展に焦点を合わ
せた音楽教育研究法を考えるように心がけた。
それが、20世紀にジャック＝ダルクローズのリ
トミックが生まれた所以である。（これ以降は
リトミックと記述する）さて今日、この理念
は、創設者の考えをそのまま継承しているのだ
ろうか。探求者達は、リトミックにどの観点で
関心を示しているのだろうか。音楽を学ぶ時
に、身体の動きはどのように貢献すると論じら
れているのか。本稿は、過去数十年間におけ
る、リトミックに関する主要な研究論文の総論
を示したものである。

Ⅰ ジャック・ダルクローズの
リトミックに関する研究の現状

リトミックを扱った文書に関する文献研究に
よって、論文と報告書と、以下のデータベース
の最近の学術目録が作られている。データベー
ス：Music Index, Educaition Resources Informa-
tion Center, ProQuest Dissertations and Theses,
Repertoire international de literature musicale, Psy-
Info, Systeme universitaire de documentation。こ
れらのデータベースには、厖大な数のジャック
＝ダルクローズに関係する研究論文が含まれて
いて、しかもドイツ語、ポルトガル語、イタリ
ア語、オランダ語、ハンガリー語、スペイン
語、クロアチア語、ポーランド語、スウェーデ
ン語、アフリカの諸言語、ロシア語、チェコ語
と日本語で書かれていて、そして勿論英語とフ
ランス語でも書かれている。その多くが、ジャ
ック＝ダルクローズ自身からの引用を含んだ論
文、あるいは、リトミックの原理の特徴と、リ
トミックが現在まで様々な分野に及ぼしている
影響を、簡潔な方法で表現した論文である。
本稿では、リトミックに関して、特にフラン
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ス語と英語で書かれた論文文献のみ取り上げて
いる。1966年～2006年の間に出版されていて、
34の論文と、6の研究報告書と、29の記事を
含む。興味深いことに、これらの研究のうち、
78、2％が 1985年から 2006年の間に発表され
ていて、しかも研究と調査の領域も、音楽、演
劇、ダンス、映画、音楽教育、身体教育、専門
教育、セラピー、老人学と幅広い。100年以上
経たにも関わらず、リトミックが、今日でも、
研究者たちの現代的主題であり続けているのは
明白である。

本稿では、音楽教育の分野において考察した
研究論文にのみ、関心を寄せている。研究者た
ちに考察されたリトミックの様々な観点にのみ
特別に絞って、考察するように試みている。

Ⅱ 歴史的研究

リトミックの発達の歴史と、公立学校3）の音
楽プログラムにリトミックが及ぼした影響の歴
史が、研究者達の注意をとりわけ引いている。
なかでも、Becknell（1970）は、合衆国で、

学校を設立して、リトミック科と、リトミック
で構成された大学のプログラムに貢献したヨー
ロッパのリトミック指導者たちの貢献を研究し
ている。Becknell は、Music Educators National
Conference（全米音楽教育者協議会）と Music
Teachers National Association（全米音楽指導者
協会）の学会において発表されたデモンストレ
ーションと講演のお陰で、アメリカの音楽教育
者たちはリトミックについて知り得て、自分た
ちの実践に徐々に組み込んでいけたのだと述べ
ている。彼は、数々の小学校用の歌の教科書
に、ダルクローズの原理の影響があると言及し
ている。
一方、Campbell（1991）は、合衆国におい
て、小学校の音楽プログラムの中に、「身体の
動き」が、漸次的に中心的役割を占めるように
なると認識されたのは、19世紀の終わりから
1930年代の間にかけてであると証明している。

彼女によると、Dewey により推奨された新し
い教育学とジャック＝ダルクローズの教育方針
は、子どもの能力、そこには子どもの表現能力
と創造能力も含まれる全ての能力の発達を目標
とした音楽研究プログラムの推敲においてと同
様に、子どもを中心とした実践的教育の発展に
貢献したと指摘している。
最後に、Revkin（1984）は、20世紀初頭に
おけるスイスのフランス語圏の州4）でのリトミ
ックの発達と影響をたどっている。ダルクロー
ズの業績は、その当時のスイスで支配していた
哲学と学習理論5）に関連して展開されている。
スイスのフランス語圏と、合衆国における音楽
教育の歴史上のリトミックの寄与を明らかにす
る上に更に、Becknell, Revkin と Campbell は、
1970年または 1984年または 1991年に、それ
ぞれが論文を発表した当時、公立学校の音楽プ
ログラムで、ダルクローズ的音楽教育の原理
が、中心的位置を占めていたことを強調してい
る。このことは、20世紀の最後の 30年の間
に、リトミックが恒常的に目に見えて存在して
いたことを暗示している。

Ⅲ 発 展 研 究

ジャック＝ダルクローズの音楽教育の思想と
教育学原理に基づいた研究プログラム、教育法
と教育活動のそれぞれの発達は、研究者たちの
興味を別の領域にも拡げている。
2003年、Chung は、台湾の公立校で、初心
者のための音楽プログラムを発達させる研究の
一環として、台湾の民族音楽教育の中に、どの
ようにダルクローズのテクニックを組み込み適
用したのか明示した。
2005年、Jeong、彼女はと言えば、ジャック

＝ダルクローズの方法論が、自国の現代音楽教
育の発達に繋がると考えて、韓国の幼児施設の
音楽教育用カリキュラムを発展させた。実際、
彼女は、韓国の人々にとって、自国の伝統音楽
の特徴を尊重することのできる教育法が必要で
あったと説明している。
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又一方で、研究者たちは、器楽の音楽教育に
関する分野でも、リトミックに興味を示してい
る。
例えば、Jacobson は、1989年に、北米で最

も良く知られていて使用頻度の高いピアノメソ
ード（教則本）の一つである Frances Clark と
Louise Goss による『The Music Tree』に関連し
た、302もの一連の活動を含めたカタログを作
り上げるに当たって、教則本メソードの 3つの
部門として－リトミック、ソルフェージュと即
興演奏－を用いている。
1994年に、Nalbandian は、プロのピアニス
ト養成クラスにアンケート調査をして、初見、
移調、即興演奏とオーケストラ譜の譜読みの有
無を確認した上で、ダルクローズのメソードの
原理とテクニックを強調した一連の活動と教育
戦術を開発した。
最後に、2002年に、Jang が、初歩とその次
の中間レベルの生徒たちが、様々な音楽概念の
知識を段階的に修得して、独自のスタイルで自
由に即興演奏できる能力を身につけて上達する
ための手助けとして、72のピアノのための作
品目録を作成した。これらの目標に到達するた
めに、Jang は、作品ごとに、ジャック＝ダルク
ローズの教育法アプローチに適したリトミッ
ク、ソルフェージュと即興演奏を提案してい
る。

Ⅳ 比 較 研 究

過去数 10年間に、何人かの研究者たちは、
リトミックと他の音楽教育システムの比較をし
ている。
1989年に Comeau は、ダルクローズ、オル
フとコダーイによる、3つの教育的アプローチ
の哲学的心理学的基礎理念の分析を行いつつ、
学校教育カリキュラムの分析も行った。彼は、
それぞれの独自の特徴を叙述して、それぞれの
違いを際立たせようと努めた。
1990年に、Eterman も同じアプローチを考察

したが、今回はシュタイナー理論とウォルドー

フスクールでのその実践に関連づけている。
Campbell は 1989年に、学校の授業でリトミ
ックをより多く使用するために、ゴードンの音
楽学習理論と比較をした。その研究の中で、
Campbell は、二つのシステムの相互性と確固
とした共通性が、音楽の真の評価と理解に貢献
する、何回もの反復により身につける教育法の
実践を可能にすると支持している。
最後に 2005年に Phuthego は、アフリカの共
同体で、音楽の学習6）と教育に使われているも
のと、ダルクローズ的アプローチを比較してい
る。彼は、いずれにしても両者共に、使われて
いるステップは似ていて、音楽の技能としての
敏捷さの発達を目指している点においても同じ
であると考えている。彼は、とりわけ、聴覚、
視覚、運動覚（筋肉運動感覚）の熟練に結びつ
く音楽遊びを使うこと、並びに、動きの中心的
役割とオートマティズム的芸術の創造に言及し
ている。

Ⅴ 記述に関する解釈の研究

過去数十年間、研究者たちの興味を引いた他
の研究調査の領域は、音楽性と聴覚リズム的な
敏捷さの発達、並びに音楽の知覚と理解に関す
るリトミックの影響である。
1982年に Joseph は、幼稚園児に対して、知
らない音楽作品のリズムモチーフを見分ける能
力と、並びに、八分音符遊びで即興しながらモ
チーフを使う能力に関して、3つのタイプの教
育的働きかけを計測した。つまり、一つ目の幼
児のグループは、即興活動を含むリトミック講
習を受ける。二つ目のグループは即興活動のな
いリトミック講習を受ける。三つ目の子どもた
ちのグループは、ダルクローズのアプローチを
使わない指導者による音楽の講習を受ける。リ
トミックにより構成された講習を受けた子ども
たちが、知らない作品の中にあるリズムモチー
フを認識してそれに反応する能力テストが他よ
り良い結果となった。更に、即興活動を含むリ
トミックの講習に参加した子どもたちのグルー
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プが、即興演奏でモチーフを使用することに焦
点を置いたテストでは、最も高い得点を獲得し
た。

1995年に、Rose は類似した研究をしている
が、それでは、幼稚園児、第 1学年生7）と第 2
学年生を対象として、「鼓動的音楽の脈動」を
保つ能力に関して、リトミックによる効果をみ
ることを目的としていた。この Rose の研究
は、Joseph のものと結果は似通っていた。つ
まり、リトミックのレッスンを受けた子どもた
ちのグループが、リトミックの講習を受けなか
ったグループより、「鼓動」8）的音楽の脈動を保
つ能力を測るテストにおいて勝っていたのは歴
然としていた。

又 Blesedell としては、1991年に、小さい子
どもたちのリズム感の能力の発達に関するダル
クローズのメソードの影響に論考を発表してい
る。彼女は、3歳児から 4歳児の学齢期以前の
子どもたち 50人ほどの身体の動きと、又同様
に、演奏する際の影響とリズム感の能力に関す
る二つのタイプの教授法、つまりジャック＝ダ
ルクローズによるアプローチと Laban による
アプローチの比較をした。その結果、Audie か
ら Gordon までのテストに、そして二つのグル
ープで教育を受ける前と後に、はっきりとした
差が観察されている。リズム感の能力の発達に
は、身体の動きの教育が、ポジティヴな効果が
あり欠かせないと証明されていることになる。
但し、Laban のグループの子どもたちは、動き
に対する能率に関してははっきりと優勢で、ダ
ルクローズのグループの方は、リズムの能率に
ついてははっきりと優勢な成果をもたらしてい
た。

もう一つ別に、ここに記載する価値のある研
究と言えば、それは 1982年に Crfumpler が、
76人の第 1学年生の音楽の旋律の発達におけ
るリトミックの影響を、定義しようと着目した

ことである。結果は、リトミックの講習を受け
たグループには、テスト前とテスト後に、はっ
きりとした改善がみられたが、受けていないグ
ループの方にはみられなかった。
リトミック活動は、音楽経験のないグループ
の音楽の授業に加えられるものであるだろう。

Ⅵ 調 査 研 究

前述した幾つかの記述による解釈研究によっ
て、子どもたちに対して、音楽的敏捷さの発達
には、リトミックの貢献が欠かせないと証明さ
れたことを紹介してきた。しかしながら、研究
者たちは、大人に向けられたリトミックに対し
ても考察を示している。ここではむしろ、なに
よりもまず学習者の音楽経験の有無を知った上
で、予備研究の形を取り考察は試みられてい
る。
1995年に、とりわけ、Alperson は、4人のリ
トミック教師による 4つの成人の学習者たちの
クラスを観察した。彼女は 4人の教師と一緒
に、各グループの受講者たちにインタヴューを
行った。彼女の狙いは、リトミックの神髄とも
言える方法、つまりこの大人の学習者たちと教
師たちによる、両者の合体によるアンサンブル
によって体験されたものを、理解するためであ
った。この研究結果は、3つの主な観察グルー
プに分類することが出来た。まず第 1に、リト
ミックによる教育法は個人を中心として考えら
れていて、そして自律性を重んじている。まず
指導する側と指導を受ける側のコミュニケーシ
ョンは音楽により行われる。そして、指導者と
受講者の両者の間にある相互作用は、Alperson
が «indirect teaching»（非直接的指導）と «non-
verbal learning»（言葉の表現によらない学習）
と呼んでいる漸進的に時間の隔たり9）をとるこ
とによって、特徴づけられている。成人の学習
は、競争はなくて協力して助け合う環境で行わ
れる。第 2に、リトミックは、習得の 2つの手
法：つまり頭脳と感覚が構成要素である作業過
程によって特徴づけられる。この自発的で循環
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するプロセスは、それを行動として示そうとす
る一つの概念から生じている。第 3に、リトミ
ックの授業は、Dewey や、Langer や、Rogers
が論じているように、最終教育目標として、美
的体験の実現を可能にすることができるとして
いる。

Ⅶ 理 論 研 究

前述した、何よりも実験に基づく研究と並行
して、心理学、神経学、哲学と同じレベルで変
化に富んだ教科から生じている理論に照らした
リトミックの研究も行われている。
2003 年に、Brice は、Gardner の『Theorie

des intelligences multiples』（多方面に亘る知性
の諸理論）の観点から、再びダルクローズ的ア
プローチを考察している。Brice は、ダルクロ
ーズと Gardner 両者共に、学校で論理数学論証
の発達に認められていた優位性を、知性の『一
次元的』視点であるとの理由で反対したと明言
している。彼女によると、2人のこの教育者
は、人間個人の数次元的潜在能力を認識してい
て、それを巧みに利用するように努めたとして
いる。子どもたちに行われたリトミックレッス
ンを描写した分析の後に、Brice は、Gardner
の知性の諸理論を基盤としながら、リトミック
レッスンの際に遊びとして発動される知性の多
種多様なフォルムを、確認している。

2005年に、Seitz は、音楽表現に関して、生
理的かつ神経学的な面での基礎を扱っている最
近の記述書の書評に取りかかる。彼女は、『音
楽に関連する重要な全要素－つまり、旋律、旋
律曲線、リズム、フレージング、カデンツア、
アクセントと、そして、アゴーギクでダイナミ
ックで調和のとれた超微細なニュアンス－は、
身体の成長10）に影響されている』と証明してい
る；それこそが解決策だと（431ページ）。
Seitz の論文では、音楽を感知する時、つまり、
声により演奏される時であれ、あるいは又は楽
器により演奏される時であれ、聴力と身体を動

かす原動力のシステムがとりわけ切り離せない
と強調している。彼女によれば、これこそが、
今日の音楽家、音楽教育家と心理学者にとっ
て、身体と身体の動きの中心的役割に関しての
ダルクローズの独創的なコンセプトが、極めて
重要である所以であるとしている。
2001年 Juntunen と Westerlund は、ジャック

＝ダルクローズの意図と、Dewey、Elliot と、
Regelski の意図するものとの関係に鋭く光を当
てている。
中でも、Juntunen と Westerlund の 2 人は、

ジャック＝ダルクローズの説く教育とは、個人
の行動と経験の中に根付くものでなくてはなら
ないと想起させてくれる。実際、ジャック＝ダ
ルクローズにとって、音楽の理解は、行動から
生じていて、そして、感覚器官の体験におい
て、それが定着している。
彼女は、更に、ジャック＝ダルクローズと同
じように Dewey は、理論は実践と離して考え
るべきではなくて、規則とコンセプトの習得に
は、そこにもたらされている行為の体験が先行
していなければならないと強調していると考察
している。

2004年に、Juntunen は、ジャック＝ダルクロ
ーズの体験的発見とメルロ＝ポンティ（Merleau
-Ponty）の現象学の間にある相互性を留意する
為に、人間を取り巻く世界に対する知覚とその
理解力においての身体の本質的な役割に関し
て、Hyvonen と足並みを揃えている。この 2人
の思想家の理念を、デカルト的二元論に反対し
ている人々に引き続いて位置づけて、彼女は、
ジャック＝ダルクローズとメルロ＝ポンティは 2
人共に、身体と精神は切り離せないと考えてい
ると繰り返し表現している。メルロ＝ポンティ
にとって、«humans come to know the world by
‘being-in-the-world’ through the body»11）であると
彼女は記述している。従って、メルロ＝ポンテ
ィでは、－全てがまるで、音楽の習得に関する
ダルクローズのコンセプトの場合と同じように
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－身体は認識の構成物のように知覚されてい
る。以上の研究者たちの見地よりすれば、メル
ロ＝ポンティ式理論の枠で、リトミックを検証
することが可能になる。実際、リトミックが、
まさしく «a bodily way of being-in-sound12）» に
その存在理由がある以上、音楽に属する認識が
具象化されて、そしてそれは個の人間的な経験
の上に打ち立てられているのであるからだ。
これ以外にも、2004年に発表された別の研
究では、Juntunen は、デカルトの身体と精神の
二元性に反論する神経学者の Damasio の論文
に立ち戻っている。Damasio は、実際のとこ
ろ、知は我々の体の中を貫き、我々の身体が引
き起こしている感覚（センセーション）を貫
き、即ち我々の存在自体が感じているという自
覚の中に打ち立てられていると考えている。

ついには、2001年の Urista にならって、
Juntunen と Hyvonen は、音楽の具象化は－リ
トミックにより実践されるように－おそらく音
楽に関する理解の身体的隠喩のように見られる
と強調している。『隠喩メタファー』の概念は、
Lakoff と Johnson によると、知識を伝達する具
として、人間が意義深い経験をものとして表現
するために使用するプロセスとして、取り入れ
られたと考えられている。
ジャック＝ダルクローズがちょうど比喩に富
んだ表現で言っていたではないだろうか；『あ
なたの身体が音楽になっていくように』と。

それに関して、1992年に、音楽教育におけ
るリトミックと身体の動きの役割について、
Young により導かれた考察は、言ってみれば、
このダルクローズのメタファーの典型的な研究
である。実際、ダルクローズのアプローチを書
き表しながら、Young は、如何にして身体の
動きが－それが行われたものであれ想像のもの
であれ－音楽の巧みに逃げては消える瞬間的な
性質をフォルムで表現するか、そして、それが
如何に構造を具現化して、それによって表現力

豊かな美質を明らかにできるのか考察してい
る。Young は、音楽は、身体の中に植え付け
られる時にしか、我々に真の姿を見せないと考
えている。

Ⅷ 帰 結

ここ数年間に発表された研究にざっと目を通
しただけでも、20世紀の始めに、ジャック・
ダルクローズにより推奨された理論が、今日ま
だ現代的意味を持ち、実践の面では、世界中の
様々な音楽研究プログラムの中に、リトミック
が真の意味で存在し続けていることは疑う余地
がない。幾つかの研究では、リトミックが、音
楽性と器楽的な敏捷さの発達と同様に、人間の
機能全体の発達に関しても、ポジティヴに寄与
していると指摘されている。又別の研究者たち
は、リトミックが、指導者が科学に基礎を置
き、子どもの行動と正確な特性を中心に置く教
育が必要であるとしている《新しい教育法》と
親子関係であるとみなしている。1996年の
Gauthier によれば、リトミックの教育ヴィジョ
ンが、20世紀を突き進み、現在でも最新の実
践教育に原理として役立っていると強調してい
る。
更に又別の論文では、リトミックは、現代の
教育学の土台として役立っている理論への関係
性に注目している。
最後に、人文科学ではなくて、むしろ神経科
学に由来する新しい研究が、ジャック＝ダルク
ローズが 20世紀の始めに提出した発言の効力
を、今日証明しようと努力していると記してお
くことにする。彼は既に 1924年に次のように
言っているではないか：『我知り考える。なぜ
なら我感じ体験するから』13）。
これらの意図されたものと、現代の神経学者

Damasio の考えの類似関係には、驚くべきもの
がある。実際、人間の脳と身体の残りの部分
は、その一貫性が生化学的回路と相互的神経制
御によって安定されている組織から構成されて
いることを忘れてはならない。そして、身体と
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精神が切り離せないと強調して、Damasio は次
のように述べている。；『感情の知覚は、人類
が何千年も前から呼んでいるものを根拠として
いる、それは、魂あるいは精神（エスプリ）と
呼ぶ』14）

要するに、研究者たちにより注がれたリトミ
ックに関する多次元的眼差しは、その豊かさや
教育的価値や又明白な現代性を浮き彫りにして
いるのだ。『リトミック ジャック＝ダルクロー
ズ』と題される Marie-Laure Bachmann の、無
視することの出来ない著書の中に、それが書か
れているように。音楽による音楽のための教
育：『それが何も、他よりも古いからではなく
て、一つのメソードが勝っているからでもなく
て、又あるいは市民権があるというのでもな
い。それは、今日でも生き生きと鮮明であり、
そして、人間の現在にと同じくらい人間の未来
にも向けられているからである。』と。（40ペ
ージ、1984年）
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訳者あとがき

本稿の翻訳を試みることによって、ジャック
＝ダルクローズのリトミック音楽教育の原理と
その現況を、訳者自身が再認識することができ
るのではないかと考えた。
そもそも訳者がフランスで音楽教育を受けた

1980年代後半に、既にリトミックは、ヨーロ
ッパの中でも特にフランスでは、音楽そのもの
の中に深く浸透していて、音楽教育と切り離せ
ないものと認識されていた。訳者日本帰国後の
現在、保育士養成校でピアノとその他の音楽科
目を教えるようになり、これまでと違い音楽の
知識と実力のレベルの違う学生達、特に音楽未
経験の学生にも楽器を教えるようになり、改め
てリトミック音楽教育の必要性を強く感じるよ
うになった。そこで、現在のリトミック音楽教
育の現況はどこまで進歩と発展を遂げているの
か興味が湧いて、本稿を翻訳することとしたの
である。
その結果、リトミックが音楽の分野からその
枠を拡げて、科学、哲学と言った幅広い他の分
野にまで影響を与え続けていることと、更に、
リトミックが現在及び未来へ向けて恒久的に発
信されていることを、これほどまで理解できる
とは思いも寄らなかった。

最後に、本稿の翻訳権の取得に関して協力を
惜しまなかったウェブサイト Rhuthmos の Pas-
cal Michon 氏に感謝の意を表すると共に、翻訳
権を快諾して頂いた本稿の著者である Louise
Mathieu 氏に、深い敬意と感謝の意を表する。
筆者が対象とした考察論文の数が豊富な上に
多岐に亘っている点と、それらを各項目別に分
類して分析している点と、特に北米を中心とし
た視点ではあるが、リトミックに関しての今後
の研究の指針としての方向付けを示してくれた
点に関して、高く評価したい。
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注
１）フランス人哲学者の Pascal Michon（1959−）
によって立ち上げられたインターネットのサイ
トで、「リズム」に関する科学、哲学と芸術関係
の研究を集めた国際教材基盤であると銘打って
いる。2015年 6月現在、236名の研究登録者が
いる。
２）ラテン語では ‘Rhytmo’（音楽やスピーチの調
和のとれたリズム）が近い言葉と思われる。
３）フランス語で表現されているが、ここでは、
北米の学校教育制度の英語表記による「パブリ
ックスクール」を意識していると思われる。フ
ランスでは、大多数が公立による学校制度のた
めに、あえてこの表現はしない。
４）ジャック＝ダルクローズは、スイスのフラン
ス語圏出身である。
５）ジャック＝ダルクローズの母は、ペスタロッ
チ主義に基づく音楽教師であった。
６）特に初歩のための「学習」を指している。
７）この学年の表現の仕方も、フランス語で書か
れているが、北米における小学一年生を指して
いる。
８）北米やヨーロッパでは、音楽の演奏には、心
臓の鼓動と同じリズム感が必要と言われている。
日本のリトミック研究者の方によれば、「鼓動的
音楽の脈動」と訳されているので、本稿でもそ
れに准じている。
９）「音楽の流れ」の意味であると考える。
１０）詳細は 431ページ参照されたい。
１１）詳細は 200ページを参照されたい。又この文
章を、著者は英語で原文のまま抜き出している
ので、本稿の翻訳でも同様の扱いとする。

１２）2004年「抽象」より引用されている。Jun-
tunen, ‘Abstract’より

１３）7ページ
１４）13ページ
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